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串良における新群形成は,メスの離脱を契機と

して1976年前後より始まった｡1979年から1

980年の交尾期に,数頭の未経産メスと島内で第

3位のオトナオスがこの群れに加入し,群れ形成

は新段階をむかえた｡本研究は,1979年以降,

新群が安定していく過程を追跡し,群れ成立の条

件を分析することを目的とした｡

攻撃的交渉の発現のしかたは,群れ内の個体関

係の変遷を表わす指標として有効であった｡なか

でも,攻撃者と被攻撃者の両者よりも優位な第8

者の存在する場において見られる攻撃的交渉は,

新メンバーの加入当初爆発的に発現し,その後は

激減した｡ このような交渉は,群れに所属する個

休の前で,新加入メス同士によって繰り拡げられ

ることが多かった｡一方,優位な第3者のいない

状況では,攻撃的交渉のあった2個体の間に親和

的な共存が見られた｡以上の点から,攻撃者はそ

の場に居合わせた優位な第3者に対し,攻撃行動

を通して自分の存在を印象づけようと意図したの

ではないかと考えられる｡このような ｢印象づけ

攻撃｣によって,噸位や親和性といった個体関係

が群れ全体の中ではっきりと位置づけられるよう

になったが,このことが群れの安定化に大きな作

用を及ぼしたものと思われる｡

主群は島のほほ全域を利用していたが,一方,

新群はその形成当初から島の北半分を中心に遊動

していた｡調査期間中に,両群ははっきりとした

coreareaを持つようになった｡群れ間の出会い

ち,攻撃的交渉を含むものから,新群による主群

の回避という形に変化し,群間関係は安定した｡

安定化の条件としては,群れメンバーの所属意識

の確立,群間の優劣関係の認知,行動域の相互認

知などが指摘されるだろう｡

ヤクザル地域個体群の社会機構について
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日 的

1973年以来継続されてきた調査により,屋久

島国割岳西斜面のヤクザル地域個体群の概要が明

らかになり,さらにこの内のK群については丸橋

氏によって詳細な生態学的研究がなされた｡今年

度は,これまでに袋積された資料をふまえつつ,

ヤクザル野生個体群の社会構造を把握することを

目的とした調査を行った｡

期 間

1980年 4月 8日～5月 8日 (山 極)

1980年 4月20日～ 6月 4日 (古 市)

1980年10月 5日～11月19日 (古 市)

方 法

前期はM群 (K群の分裂群の一つ)の個体識別

を進めながら,遊動時の群れの状態,個体間の社

会関係等についての一般的観察を行った｡後半は,

M群の全成熟個体について10時間ずつの個体追跡

を行い,個体の空間配臥 グルーミング行動,性

行動,攻撃行動等に関する資料を収韓した｡

結 果

現地での調査は個体識別と一般的な観察が中心

となったが.今後検討すべき問題点として以下に

述べる諸項目が明らかになった｡

①群れの遊動方向の決定 :遊動方向はメスの動向

に左右されており,一位のオスも含めて,オス

は追従的な位置を取ることが多い.

②採食時に見られる個体間関係 :採食時には十分

な個体間距離が保たれていることが多く,個体

間の括抗的社会交渉も3者以上を巻き込んだ形

態に発展することは極めて少ない｡

@オトナオスのコミュニティの存在 :1位のオス

も含めて,群れ円のオス間には頻繁なグルーミ

ング行動が見られ,成熟オスのコミュニティが

群れ社会の重要な構成要素となっている｡

1981年度は,上記の諸項目についてさらに詳

細な研究を行う予定である｡

ニホンザル社会における個体間の親和的関係

の分析
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嵐山B群を対象として,非交尾期におけるオト

ナのオスーメス間の社会関係の調査を1976-78

年にひき続き,1980年3月から11月にかけて実

施した｡

1978年の非交尾期に認められたオスーメス問
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